
『3びきのかわいいオオカミ』
ユージーン・トリビザス/文

ヘレン・オクセンバリー/絵　こだま ともこ/訳

『歯の話をしませんか？』
熊谷 靖司/著

野

『怪談小説という名の小説怪談』『怪談小説という名の小説怪談』

夜

香

『リスタクシー』
もとやす けいじ/ 著

『ミイラのなぞをとけ おとうとうさぎ！』
ヨンナ・ビョルンシェーナ/作　ヘレンハルメ 美穂/訳

『火葬場奇談』
下駄 華緒/著

体のために運動したり、栄養

や生活習慣を気を付けると同

じように、口の中を整えて健

康偏差値を上げる方法をご紹

介。口から始める健康法を試

してみませんか？

家を出たかわいい仔狼たちは

最初からレンガの家を、果て

は堅牢な鋼鉄製のシェルター

を建設するが・・・。「3びき

のこぶた」をすてきにひねっ

た愉快なお話。

リスタクシーの運転手はリス。

運賃はリスの大好物の木の

実。自慢の身軽さで目的地ま

でスイスイご案内します。細部

まで描き込まれていて読むた

びに新しい発見がある楽しい

絵本です。

深夜の高速道路で始まる怪

談会や子連れで散歩中に遭

遇した呪いの物件など。ホ

ラーとミステリ両界の旗手

が、更なる戦慄へと塗り替え

る著者真髄特濃短編集。

誰もがいつかは行く場所な

のに、その実態をあまり知ら

れていない火葬場。元火葬

場・葬儀屋職員の著者が火

葬場の裏側を紹介。火葬場

の見方が変わる1冊です。

おばあちゃんうさぎのはじめ

た、こわ～いところにある迷路

のようなホテルにはおばけや

モンスターばかり泊りに来ま

す。夜中に居なくなったおばあ

ちゃんを探しに、主人公のうさ

ぎとホテルを冒険してみよう！
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1１月のおはなし会1１月のおはなし会1１月のおはなし会

　野市図書館    

　香我美図書館

　夜須図書室

野市図書館    

香我美図書館

夜須図書室

　野市図書館    

　香我美図書館

　夜須図書室
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問い合わせ問い合わせ問い合わせ

　 ★休館(室)日は別紙カレンダーを参照　 ★休館(室)日は別紙カレンダーを参照　 ★休館(室)日は別紙カレンダーを参照

☎56-3434

☎55-0022

☎54-2121

☎56-3434

☎55-0022

☎54-2121

☎56-3434

☎55-0022

☎54-2121

（中止になる場合があります）

※１１月のおはなし会について

・入室制限のため、おはなし会の部
屋への入室は２組までとします。

・マスク着用のご協力をお願いしま
す（乳幼児はマスクなしでOK)。

ご不明な点は、図書館へお問い合わ
せください。

毎週
土曜日
毎週
土曜日

10：00　～
11：30

10：00　～
11：30

10：30　～
11：00

10：30　～
11：00

香我美
図書館
香我美
図書館

野市
図書館
野市

図書館
絵本読み
聞かせ

絵本読み
聞かせ

なんじゃ
もんじゃ
なんじゃ
もんじゃ

第１～第４
土曜日

第１～第４
土曜日

日にち内容 場所 時間

澤村 伊智/著
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吉川町短歌をたのしむ会
　
「
吉
川
町
短
歌
を
た
の
し
む
会
」は
、短
歌
の

愛
好
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、昭
和
50
年
代
ご

ろ
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、月
一
回
講
師
の
先
生
を
お
招

き
し
て
、集
会
所
で
歌
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、講
師
の
方
や
会
員
の
方
が
他
界
し
て
い

く
な
か
で
会
員
が
減
少
し
、ほ
そ
ぼ
そ
と
作
歌

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
約
三
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
が
集

ま
る
こ
と
も
な
く
、香
南
市
の
広
報
や
吉
川
町

の
文
化
祭
で
の
発
表
に
向
け
、各
自
が
日
々
感

じ
た
こ
と
や
家
族
を
想
う
心
、季
節
の
移
り
変

わ
り
な
ど
を
三
十
一
文
字
に
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

代
表
者
は
歌

人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
前
代

表
の
後
を
受
け

継
ぎ
、一
〜
二
ヶ

月
に
一
度
、京
都

の
歌
会
に
参
加

し
歌
の
力
を
つ

け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。課
題

は
会
員
の
拡
大

で
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
一
緒

に
短
歌
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

■地区名：吉川町　

■会員数：６人

■練習日：各自適宜

■練習場所：各自適宜

■問い合わせ：

　　松田美津子

　☎090-7143-2640
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